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甲州街道から観た青根山は多くロマンを残し 蛭ヶ岳山荘 杉本 憲昭 

  旧津久井郡から見る南斜面側に聳える山は「青根山」と称し、古い名で明治に日本を訪れたイギリス人の 

アーネスト・サトウも日本旅行記に書いている。地元では境界争いが起こり、古くは徳川家康から始まり日本 

の夜明けとなった明治時代になってやっと解決したことも記されている。特に徳川時代は幕府の直轄地として 

山が守られ、この地に生えている下草カヤは村人から茅葺屋根の材料に利用され、刈り取ったものは重いので 

一年近く乾燥し村々へ持って帰ったのである。これをカヤ場として地元民に開放し、焼山・姫次・原小屋平・ 

地蔵平・蛭ヶ岳などが多く使用されていた。また青根山は古来には万葉集にも歌われていたと地元の歌人であ 

る石井達夫さんが教えてくれた。 丹沢山塊の地名も多くは明治の測量によって命名されたと云われる。元は 

山小屋も登山する人のためではなくこの草刈り場での作業の為に、原小屋・地蔵小屋・蛭ヶ岳山頂の山小屋や 

臼ヶ岳寄りにあった小屋などは作られたものであった。         写真）アーネスト・サトウの肖像 

 大変貴重な資料 昭和九年五月 朋文堂発行「東京附近山の旅」より蛭ヶ岳・丹沢山縦走の記事を転載します 
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